
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水城小コミュニティ・スクール通信 
第８７号 

令和４年９月２１日 

発行：水城小コミュニティ・スクール事務局 
     （水城小学校内 さくらルーム） 
OPEN：毎週水曜日 10:30～14:00 
連絡先：092-923- 3048   （水城小学校） 

《お祭りの起源
き げ ん

》 

平安
へいあん

時代
じ だ い

(今
いま

から約
やく

1200年前
ねんまえ

)、無実
む じ つ

の罪
つみ

をきせられ、京都
きょうと

からはるか 

遠
とお

い太宰府
だ ざ い ふ

に来
こ

させられた菅原道真
すがわらのみちざね

は、今の 榎
えのき

社
しゃ

の 所
ところ

にあった粗末
そ ま つ

 

な 館
やかた

(家
いえ

)に閉
と

じ込
こ

められ、冷
つめ

たい 扱
あつか

いを受
う

けていました。 

しかし 浄
じょう

妙
みょう

尼
に

というおばあさんが、不自由
ふ じ ゆ う

な暮
く

らしをする道
みち

真
ざね

を 

気
き

の毒
どく

に思
おも

い、こっそりとお世話
せ わ

をしました。現在
げんざい

太宰府
だ ざ い ふ

の名物
めいぶつ

となっ 

ている梅ヶ
う め が

枝
え

餅
もち

は、 浄
じょう

妙
みょう

尼
に

が梅
うめ

の枝
えだ

とともに道
みち

真
ざね

に差
さ

し入
い

れたおもち 

が始
はじ

まりとされています。    

どんかん 祭
まつり

は、このおばあさんへの感謝
かんしゃ

として、 

榎
えのき

社
しゃ

をお参
まい

りするもので、900 年以上
いじょう

続
つづ

く行事
ぎょうじ

です。 

 

毎年
まいとし

９月 22 日・23 日に、太宰府
だ ざ い ふ

天満宮
てんまんぐう

の行事
ぎょうじ

『神
じん

幸式
こうしき

大祭
たいさい

』の中の、通称
つうしょう

『どんかん祭
まつり

』が催
もよお

されます。 

今回
こんかい

はそのお祭
まつ

りをくわしくご紹介
しょうかい

    みんなで行
い

こう！とはお誘
さそ

いできないけれど、行
い

ける人は 

行
い

ってみてね。夜
よる

の行事
ぎょうじ

なので、行
い

くときはおうちの人と一緒
いっしょ

に行ってくださいね！ 

今年
こ と し

行
い

けない人も、ぜひ一度
い ち ど

は見
み

てほしい貴重
きちょう

な行事
ぎょうじ

です。 

 

榎
えのき

社
しゃ

の裏手
う ら て

に浄
じょう

妙
みょう

尼
に

をまつる小さなお宮
みや

があって、道
みち

真
ざね

の御神霊
お み た ま

を入れたお神輿
み こ し

は、

まずそこへあいさつに行
い

くんだよ。 

 

 

平安
へいあん

時代
じ だ い

を再現
さいげん

したような行列
ぎょうれつ

が 

だんだん近
ちか

づいて来
く

るおごそかな 

様子
よ う す

は、他
ほか

では体験
たいけん

できない貴重
きちょう

 

な光景
こうけい

よ。 

《お祭りの流
なが

れ》 

22日夜 太宰府
だ ざ い ふ

天満宮
てんまんぐう

を、道
みち

真
ざね

の御神霊
お み た ま

を乗せた神輿
み こ し

が出発します。 

榎
えのき

社
しゃ

まで行 列
ぎょうれつ

を組
く

んでやってきます。白
しろ

や黄色
き い ろ

の装 束
しょうぞく

の、100 人を 

超
こ

える従 者
じゅうしゃ

が行 列
ぎょうれつ

を成
な

し、牛車
ぎっしゃ

を牛
うし

が引
ひ

き、神主
かんぬし

は馬
うま

に乗
の

って来
き

ます。 

道 中
どうちゅう

にはちょうちんが飾
かざ

られます。   

 

 

一番
いちばん

先頭
せんとう

に太鼓
た い こ

と鐘
かね

をかつぐ人がおり、太鼓
た い こ

を「ドン！」鐘
かね

を「カーン」と鳴
な

らします。 

その音
おと

が印象的
いんしょうてき

であることから、「どんかん 祭
まつり

」と呼
よ

ばれて親
した

しまれています。 

 

23日昼 榎
えのき

社
しゃ

境内
けいだい

で舞
まい

が奉納
ほうのう

された 

あと、前
まえ

の晩
ばん

と同様
どうよう

に行 列
ぎょうれつ

を組
く

んで 

榎 社
えのきしゃ

を出 発
しゅっぱつ

し、天満宮
てんまんぐう

に戻
もど

っていき 

ます。 

 
「御前

お ま え

、お南
みなみ

にお下
くだ

りになりまして～」など、 

古風
こ ふ う

なかけ声
ごえ

で神輿
み こ し

を大事
だ い じ

に運
はこ

んでいくよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化ふれあい館からのおしらせ 

秋休
あきやす

み、親子
お や こ

で参加
さ ん か

してみませんか？ 地域
ち い き

の歴史
れ き し

を学
まな

べる体験型
たいけんがた

イベントです。 ※要 申込み 


